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世界各国ではグローバルイシューや問題を解決する教育方法として、国際理角樽k育、

人権教育、環境教育、開発教育等、多様な形態の国際教育活動を学校教育に取り組ん

でいる0

本研究は、W. M.クニープが提示した社会科カリキュラム理論の分析に基づいて、諸

国際教育の領域を社会認識教科である社会科に統合編成して、子どもたちが国際化時

代によく適応できるカリキュラムと授業構成のモデルを提示することに目的をおい

た0本研究で開発したカリキュラムモデルでは、人間と空間、人間と時間、人間と社会

の3つの領域で提示されている7次カリキュラムの領域に、グローバルイシューや問

題を取り組む人類と世界額域を設定して4つの働味で編成した。 そして、社会現象の

中核的知識内容を構造化する中J減念として文化、相互依存性、葛藤、変化の概念を

選定して学習内容を組織した。 また、伝統的な経験拡大法に基づきながらも、学年ご

とにグローバル教育要素と関連される主事単元を設定して小学校低学年から適用で

きる授業モデルを開発して提示した。

キーワード:グローバル教育、人間の普遍性と多陳性、相互依存性、グローバル市氏

1. はじめに

1. 1. 問題提起と研究目的

国際的相互依存開陳がますます密接になっていく

今日、人類の生孫こ大きな影響を及ぼしている環境、

エネルギー、人口、難民等の問執ま-一つの国家や民族

だけでは解決ができないグローバル問題として台頭さ

れている。これによって国家や民族を超える国際的視

覚と国際社会に貢献する態度が汎司家的に切実に要求

されているし、自国の独自な文f脚)尊重と人類共

同問題の正しい認識を目指す多様な形態の国際教育活

動が展開されている。

韓国では、1995年大統領諮問教育改革委員会が

「世界化・情報化時代に備えて教育の質的水準を商

めて国家競争力を高め、伝統文化の教育を強化する

ことによって、民族文化と世界文化の調和を図り、

国際理解教育と平和教育を滑性化し、地方化と世界

化を同時に追求する」l)という教育改革案を発表し

て、国際理解教育と平和教育の観点を明示し、21世

紀に備える国際化・情報化教育の重要性を強調した

新カリキュラムを提示した。
しかし、韓国を含む世
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界各国の教育政策は、自国の実利的事膿追求と伝統

文化を守っ七発達させるための国家主義教育の視点

がグローバル教育の視点より強調されていることが

間堰として振起される。 特に、自民族中心の意識と

文化に対する固定観念が児童期に形成されるという

理論吟にふまえて、児童の発達段階と水準にあう小

学校段階のグローバル教育カリキュラム編成と授業

実践は国際化時代を生きていく子ども教育のため切

実に要求される。

したがって、本稿は、グローバル教育に関する先

行研究の諸理論を比較・分析してグローバル教育の

ために必修的である4つの学習錦城を提示した甲

W.M.クニープめグローバル教育カリキュラム編成理

論に基づい七や∴韓国I)噸社会科カリキュラムと

授業モデルの醜発に本研究の目的をおく0

1. 2. グローバル教育の基奉性格

国際理解のための教育として国際理解教育、グロ

ーバル教育、ワ-ソレドスタディーズ、開発教育、多

文化教育、泉文化教育、平和教育、環境教育、人権

教育等、様々な形態の「国際教育」吟が世界いろいろ

の国で実施されている。
しかし、この各分野は人間

主義の基本精神を基にして他国の女化を理解し人類

の繁栄を図る教育目的側面と、社会現象を科挙均に

分析し問題解決能力を育む教乾側面で、大きな

相違点はなし、oただ、教育内容選定と研究接近方法

において人間の多様な文化と独自性を重視する多文

化教育や異文化教育の人間文化理解顔域と、人間の

生存を脅威するグローバ)岬糎を扱える環境、人権、

平和等のグ由一ノiJレ問題蘭域で分類できるO

国際理解教育、開発教育、ワ-ソレドスタディーズも

人間価値文化領域とグローノi/岬司題領域を含む統合

的領域であるが、それぞれの教育内容の重点に差異

があるO即ち、国際理解教育はグローバル問題を扱

いながら人間の認知的側面を強調し、開発教育は他

国・他民族め文化的独自性を尊重しながらグローバ

ル問題を解決する情意的側面を強調している。

ワー

ルドスタディーズは、諸r国際教育」の内容を含む

統合的解味であるが、地域の限弛ミあるOまた、

各々の領域が人間価健文化領域とグローバル間題額

域で区分されても同じ主塔が堯なっている。 即ち、

<図1>のように人間文化鵬域の多文化教育は、

人間の尊敵を重除する人権教育を重要な教育内容で

扱っている。そして、環境教育では生態系学習だけ

ではなく、多様な地域と文化の特性との相互関連性

をシステム的に捉えて地球環境の開発や院存を図っ

ている。

したがって、本稿では、「グローバル教育」用語を

諸「国際教育」領域を統合し、地球社会全体を一つ

のシステムとして捉えて、人類の文化価値と人間の

生存を脅威しているグローバルイシューと問題を相

互関連の中で理解し、解決する統合的概念として定

義しておく。

で「

7 日 . ワール ドスタディーズ . 開発教育

C対tD 細互依柵 ㈱堯)

<図1 >グローづiJレ教育哨習額域

2. 社会科カリキュラム編成の理論的考察

2. 1. グローヅt/レ教育としてσ柵. M.クニープの

社会科カリキュラム編成原理

先行研究に対するグローづiJレ教育の教育内容と教育

方法を分析すると、子どもの認知的側面に焦点をおい

た文f班坤的方法と子どもの社封確師挟能力を育む

f蝣itffiMtnにHiをおいfcir. 脚輯栂的JJ淡で粗l・! 蝣化で

きる6)0しかし、グローバル教商魂蛤的内容であるの

で、このような単純な構図では相互依向的地味狂会の

諸項象を把握するめに限界があると思われる。 したが

って、筆都まグロ∴ノi/レ教育の目標面で憩知的・情意

的側面を統合して肇瑚糊形巳内容と方法を文化理解と

グローバル教育問題の学問要素に統合し、諸社会現象
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の相互匪存性を重視するシステム認識の社会科カリキ

ュラム編成方法を新しく提示するO

・システム認識のカリキュラム編成方法として、W.
M.

クニープが挺示したグローバル教育としての社会科カ

リキュラム案をう摺目標、学習内容、学習方法の視点

から分析すると、次のような鞘如芸明らかヰこなる7)O

学習目標は、子どもが祖会現象に対する知識と能力

形成から価値と社会参加の態度を育むように西汐Ilして

いるO学習内容は子どもの発洲こよる伝紐瑚獲験

拡法の系列性を基にすると共に1学年からグローバル

意識を垂匪するグローバル問題を主糎学習として提示

している。
学習方法は、村会機範の理解から社会問題

解放に、受雛畔糟から能動的学習活動ができるよう

に西がjLている。また、グロー/Vレ教育のスコープと

して人間佃扇直、グローバルシステム、グローづiルイシ

ューと問題、グローバル史の4つの御如li設定されて

いる。
即ち、この4つの領域は子どもが社会現象の

本野付要素として人間価値を撫究するように設定され、

この人間価値を探究するために社会的機能の相互関連

性を把匪するグローバルシステムに対する認識を高め、

グローバルシステムの発展過程を歴史的に考察すると

共に、未来のグロμノi/鳩目題を解決する能力を育むよ

うに設定されている。

W. M.クニープの社会科カリキュラム編成原理を

シークエンスとスコープの原理側面で分析すると、

次のようになる。

1点、社会科カリキュラムでグローバル意識を高

めるグローバル教育の必修領域として人間価値、グ

ローバルシステム、グローバルイシューと問題、グロ

ーバル史を提示している0

2点、拙勺テーマ、現象的テーマ、永続的テーマ

を社会科カリキュラムの編成既哩として提示してい

る。
概念的テーマは学習内容を構造的に組織する知

識のf」概念であり、現象的テーマは学習の範囲を

限定する対象として行為者と構成要素、事件に制限

している。永続的テーマは社会諸現象と関連された

グローバル問題に称する解決方i盤や解釈を提示する

テーマに焦点おいている。

3点、グローバル教育のスコープである4つの学

習領域から社会科カリキュラム編成の内容要素であ

る5つの中心概念が概念的テーマで選定されている。

即ち、文化の概念は人間価値額域で、相互依存性の概

念はグローバルシステム領域で、希少性と葛藤の概

念はグローバルイシューと開趣額域で、変化の概念

はグローバル史領域で抽出して握示されたO

したがって、概念的テーマが学習の単元で設定され

ている小学校低学年段階で、もうグローバル教育の

各領域に対する基礎的な学習が行うように編成され

ている。

4点、小学校カリキュラム構成においてグローバ

ル問題を全学年にかけてカリキュラム内容に別度に

提示している。これは、子どもの生活経験をふまえ

て、環境、平和、開発、人権等の永紐的テーマの学習を

1年から6年まで学年ごとに編成して、子どもの時

からグローバル意識を高める授業実践がなされるよ

うに構成されている。

2. 1. グローバル教育としての鞄司小学校社会科

カリキュラムの性格と課鞍

小学校では、現在6、7次カリキュラムが適用され

ているが、~本論では2㈱年度から施行されている

7次社会科カリキュラム均に関する性格と課韓を分

析するO

小学校社会科では、「子どもたちに生活周辺の社

会的事実と現象について関心と興味を持たせ、生活

と関連した基本的知識を習得して、これを実生活に

適用できるようにする。
また、社会現象を正しく判

断し行動する能力を育て、民主市民としての基本的

資質を滴養することに重点をおく」均として、小学

校社会科の目標と性格を、社会的事実と現象につい

て関心と興味、生活と関連した知識適用、社会現象

を正しく判断する能力に重点をおいていることを明

らかにしている。

また、小学校社会科内容構成においては、「社会

科は町、市・道地味、わが国の共同生活様子と文化、

そして、歴史、政治、経済、社会等、いろいろな観点

で統合頼こ選定・細威して知識・経験・生活等の関

連が適切こできるように構成する」lq)として、小学

校社会科教育内容を統合的に編成するという方向が

提示されているoこのような社会科の目標と内容を

踏まえて構成された社会科カリキュラムを、グロー

バル視点で分析すると、次のような課韓が提示され

る。
1点、教育目標では、民主市民や社会問題解決能

力の育成という時代変化に応じるように提示された

ことは望ましいであるが、グローバル教育の基本視

点である相互依存性を強調するシステム認識の目標

が提示されていなし㌔. また、社会現象の認知的知識
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の習得に焦点をおき、価値、態度等位臥人々との相

互依存関係で必要な情意的目標が弱いのである。 総

合目標で述べている民主市民というのは、グローバ

ル視野を持ち、グローバルな行動が要求されるが、

社会現象を単純な見方として社会機能を把握し知識

を習得することだけでは、相互依存の社会システム

を理解し、グロ-/1ル問題を正しく認識し開嘩解決

能力を身につけることができなL・㌔そして、グロー

バル教育としての社会科教科目標は認知的学習の目

標ではなく、変化する社会現象に適応することがで

きる情意的な目標に重点をおくべきである。

2点、教育内容では、変化する社会現象を反映する

グローバル教育要素がカリキュラムに商鄭勺に取り

組まれていないことである。 スコープにおいて、7

次社会科カリキュラムで提示した人間と空間、人間

と時間、人間と社会観域は、ただ、以前のカリキュ

ラムで適用した政治、経済、社会、文化的内容を統合

した構造的知識の内容になっているW. M.クニープ

のカリキュラムでは、. 人類が直面したグローバル問

題の解決を社会科教育の独立された単元で放り上げ

ている。しかし、韓国の7次社会科カーリキュラムで

は、グローバルイシューと問題学習が独立された単

元ではなく、一他の単元に敵合的に含んでいるから効

果的なグローバル学習の展開ができないことである。

また、W. M.クニープはグローバル問題を永続的問題

の主題で選定して、小学校1年から学習ができるよ

うにカリキュラムを編成している。 したがって、子

ども自身を中心に町・村、市・道、国家、樫界とい

う既存の系列性を維持しながらも、グローノijレなテ

ーマの教育内容をカリキュラムに組織するべきであ

る。

3. 2. グローバル教育としての小学校社会科

カリキュラムの開発モデル

社会科の教育内容は、社会科の諸学問額域である

地理、歴史、公民の内容をスコープで設定し、子ども

たちの発達段階と経験粒界を考慮するシークエンス

で構成する。-、しかし、家族関係、生産・分配・消費、

交通、通信、宗教、娯楽、政治、教育、表現等、社会機能

的要素をスコープで構成することもできる。 韓国の

小学校社会科カリキュラムは、5次までは社会機能

中心の教育内容で構成されたが、6次カリキュラム

からは諸学問分野を3つの鮮酪こ統合して構成した0

即ち、地噛域として人間と環境、歴史額域として

社会・文化、公民顔域として共同生活の髄域で設定し、

7次カリキュラムでは人間と空間、人間と時間、~人間

と社会観味で系統化させた0 、これは、・町、市・道地

域、わが国の共同生活の様子と文化、そして、歴史、

政治、経済、社会等いろいろな観点で内容を統合的

に選定・組織したことで、小学校社会科教育内容の

構成方向が体系的に提示されたとみられる。 しかし、

教育内容面では、前節で指摘したようにグローバル

視野を育てるグローバル教育内容が直接組織されて

いないことで、次の4つの観点を重視してグローバ

ル教育としての小学校社会科カリキュラムを開発す

る。
1点、社会現象の中核的知識内容を構造化する中

・減念として、. 文化、相互依存性、葛藤、変化の4づ

の概念を選定するoW,M. クニープは5つの中ju既念

を提示しているが、グローバルイシューと間断域

の葛藤と希少性放念は相互関連性が深いと思われる。

即ち、グローノiJ嶋随である嚢満潮発で、限定され

ている資源を開発して自国の利益を図ろうとする開

発主義論者と、この資源を保存して人類の生存によ

い環境を守ろうとする環境論者との関係は、いつも

葛藤と紛争が起きる。 資源の不足に起因する葛藤は

相互相関関係であるので、葛藤を中減念に選定し、

希少性はその関連ある下位放念として捉える。 した

がって、開発カリキュラムでは、学習で獲得すべき

社会現象の中山既念を、文化、相互依存性、葛藤、

変化の4つで設定して提示する。

2点、スコープとしては、7次カリキュラムの人

間と空間、人間と時間こ人間と社会の額域を、W. 胤

クニープが提示した4つの僚味に基づいて、人間と

空間、入間と時間、人間と社会、人類と畦弼醜転で

設定する。これは7次カリキュラムの学習細1凌

化する社会現象を反映したW. M. クニ⊥プの学習顔

域と癒接な関連がある。 即ち、W. M. クニープの人間価

値領域は人間と空間、グローバル史観域は人間と時

間、グローバルシステム領域は人間と社会の額域に

分数するOそして、7次カリキュラムがグローバル

イシューと問題の内容を直接に反映されていないこ

とから、人類と世界を独立した額域で設定する。

3点、シークエンスとしては、7次カリキュラム

をふまえて伝組的な経験拡大法に基づきながらもグ

ロー⊥バル要素と肺垂させて学習内容を構成する。 即

ち、3学魯ま市地域、4癖は道雄成、5学年は国家、

6学年は国家と低界という子どもの経験を重配しな

がら、地域社会と粒界を結んで授業を取り組むこと
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である。

4点、グローバル教育の中心的な内容であるグロ

ーバルイシューと問題のテーマを!
:7拝ごとに独立し

た単元で組撤する。 W. M.クニープはグローバルイシ

ューと問題のテーマを、平和と安全、開発、環境、人権

で提示している。
これは今日人類において重要な生

存の問題として捉えて、独立したテーマ学習として

取り組んでいる。したがって、子どもたちの発達段

階に応じるように、このテーマを学年ごとに体系的

に酉汐lルて組織する。 3年触湖環境問題、4年

生は世界平和と安全問題、5年生は世界開発問題、

6年生は世界人権問題を反映する。 そして、カリキ

ュラムが統合的に運営されているト2学年は、「地

球は私のホーム」単元を「賢い生活」教科に独立さ

れた単元で編成してグローバル意識を早期に身につ

けるように編成する。 このようなカリキュラム開発

の観点に基づいて、学年別単元構成を体系化すると、

次の<表1>のようになる。

<表1 >開発カリキュラムの学年別単元構成

領域
:-<v

中′日銭念
1. 2学年 3 学年 4学年 5学年 6学年

人間と
文化

地球は私の

ホーム

(グロ.バル意
識単元)

iliHW 'M fc 「 追地I* '蝣t-fe )・・ 国土の様子と 共に生きる
空間 と生活 と生活 国民生活 他界

人間と
変化

心的h軒主?.蝣;'・ 昔の都と 祖先の生活文 わが民族

時間 変化 文化財 化 わが国

人間と 相互 住みよい地味 社会変化と家 粒界に広がる 十がii:|,'.

社会 依存性 のための努力 庭生活 わが国の経済 民主政治

人類と 葛藤 世界 世界平和と安 世界 仕界
世界 環境問題 全問題 開発問題 人権問題

4. 小学校社会科におけるグローバル教育の

授業モデル開発

4. 1. 授業開発の楓点

グローバル教育としての小学校社会科授業開発

においては、W. 札クニープの社会科カリキュラム

編成原理に基づいて授業事例を開発する。

スコープ原理に基づく授業開発においては、人

間価値顕域は人間と空間の地理学習を中心で文化

概念の認識に焦点をおくOグローバル史観由ま人

間と時間の歴史学習を中心で変化概念の認識に焦

点をおくoグローバルシステム領域は人間と空間

の公民学習を中心で相互依存性概念の認識に焦点

をおく。グローバルイシューと閉脚域は人類と

世界という新しい鶴城として、平和と安全、開発、

環境、人権学習を中心で葛藤放念の認識に焦点を

おく。そして、このようなグローバル学習を展開

する基本視点として、人間の同質性と多様性、相

互依存性を重視するグローバル意識蘭域を設定し

て授業事例を開発する。

シークエンス原理に基づく授業開発においては、

学年ごとに子どもの思考発達視聴に応じる学習素

材を選定してグローバル意識を滴養するように構

成する。 学習目標と学習方法において、低学年は、

教師の主導的な指導による単純耽≡紹呂諭や社会機

能理解に焦点をおき、知識と能力の目標を強調す

る。 高学年では、子どもの能動的な学習による総

合的概念認識に焦点をおき、グローバルな価値受

容と社会参加目標を強調する。 学習内容において、

低学年は子どもの身の回りの社会現象や生活素材

の探究活動を通して、文化の主体である人間の普

遍性と多様なグローバル世界を意識することがで

きるように授業を構成する。 高学年は子どもに関

わっている生活問題だけではなく、人類共同の問

題を総合的に探究し、グローバル問題を解決する

態度形成や能力商式に焦点をおいて授業構成をす

る。
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<表2>グローバル教育の授業モデル案

学習テーマ

学習 内容要素 中心概念

授業事例名
・y:*|-

1I 2 3 4 o 6

人間と

空間

人間 文

価値 化

普遍自珊 直 人間の欲求

地
球

揺
私

の
ホ
Ii
ム

0
∫
i
-

多様な価値 U ビンソンクルーソ 0
一 一 …

i
F

人間と iグロ- バル
時間 史

I

-
} 変

化

人間価値
i

-
おいしいスパゲッティ 0

I

グローブ恥シタデム 藁尾とアパート i
0

'/p- '斗lイシ瑚
, 人の上に人をつくらず

】
0

E

人間と グローヅ ルヾ
社会 システム

～

! 相

互
依

存

I 性

- 経済システム お米はどこから来たか 0
1

政治システム 世界平和と人類安全のために
-

-
0

生態的システム ともに生きる地球 I
1

0
)

技術的システム 行ってみたい国 i 0

人類と

低界

グローヅルヾ
葛

m

平和と安全 祖国は～? 0
I
～

開莞 乱開発と自然災害
-

0
イシューと

問潜
- 環境 】 消え去る稀少動物 0

人権 国を失う人々 I 】I
1

0 i

このような社会科綬業の開発観点に基づ中、て、

各軸ll・学年別授業モデ/レを開発して<表2>

のように提示する。 これらの授業モデル中から、

グローバル教育の基本学習として、子どもに人間

は同質的存在であることを認識させる「人間の欲

求」ll)授業構成を取り上げて分析する。

4. 2. 「人間の欲求」に関する授業構成

①単元名:1市地味の様子と生活

②対象学年:3学年

③単元概観

低学年生(卜3年)の生活空間はまだ自分の家庭

と町に限られている時鞠である0本単元では、子

どもの視野を市地域まで広げて、自分が住んでい

る堆戒の様子と人々が生きるのに必要なモノを互

いに協力しながら獲得する過程を把握して、この

健界は多くの人々が共に生きる社会であることを

認識させるのに焦点をおく。
グローバル教育とし

ては、人間は生存に必要な基本的な欲求が同じで

ある同質的な存在であり、その地味の自然環醇や

文化によって形成される独特な価値を持つ多様な

文化が存在することを理解し、これを尊蛮する心

を持たせる意図でこの単元を設定する。

④単元目標

・市地域の自然の様子と各機関の役割を理解

十・'0、

・モノの流通過程に対する資料収集、分析、

図表作成方法等を実際に適用できる。

・他地域の多様な文化を理解し、人権を尊重

する態度を持たせる。

⑤本時学習の系列性

学年の「地球は私のホーム」で、地球は大きい家

のような他界であり、ここに住んでいる人々の基

本的欲求と、それぞれの地域で独特に形成された

民族文化の相異性に対するグローバル意識教育を

学習した。この人間に対する基本的な認識をふま

えて本時学習を取り上げる0

本時では、世界どこに住んでいても人々の基本

的な欲求は同じであることから人間の同質性を感

じ、ひいては、人間の尊敵性を大郷こする態度を

形成させる授業である。 さらに、4学年の「おい

しいスパゲッティ」授業につながって、人間は多

様であり普遍的価値を持つ同質的存在であること

を認識するように系列性をもって<図2>のよう

に構成されている。
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先修学習 本時学習 後続学習

2学年 3学年 4学年

地球は私の 人間の おいしい

ホーム 欲求 スパゲッティ

<図2>本時学習の系列性

「人間の欲求」は、スコープにおいて、枕餅伊

-マである文化概念に焦点をおくグローバル教育

の基本学習であり、現象的テーマとして社会現象の

行為者である人間本質の探究に焦点をおいている。

シークエンスとしては、社会讃勧;まだ形成される

前の低学年の子どもを対象にゲームや遊び等の体

駒的方法を通して、社会現象の主体者である人間が

同質性を持つ同じ存在であることを理解させるこ

とを目標としている。

⑥単元展開計画

そして、本事例は、人間は多様な環境や地域に

住んでいて生活方式が違っても、生きていくのに

必要な衣食住の基本的な欲求を有していることを

通して、人間に対する同質感と親密感を形成させ

る授業である0 また、人間は多様な文化的・地理

的環境の中で生活しながらも、多くの地球生物体

とは違って共通的な考え方と生活方式を持ってい

る社会現象の主体者としての尊酸性を諏放し、人類

の共存共栄を図る意識形成に繋がっている。 即ち、

人間生存の必須要素としては衣食住と空気や水な

どが、人間の幸せな生活のためには教育や愛情の

要素が、だれにも必要であることを通して自分と

他人との同質性を把握することができる。 このこ

とから本授業は、子どもが社会現象に対する固定

観念を形鎗する前に導入することから、グローバ

ル教育の基本学習として低学年で取り組むことが

効果的である。

次時 学 習 主 題 辛 巾 }'j vV 資 料

I
単元学習計画と市の チどもが住んでいる市堆 戒の自然環境等、基本的なこと 地図、

様子調べ を調べる0 観察

2 絵地図で描く 市地域を絵地図で描き、記号で表わす㌔ 記瑚図

3 .'・J tサ'i.'t州 可
役所、郵便局等、市民に便利さを与える各機関の役割を

見学訪問
調査する。

4 生活必須晶
我らの生活に必要なモノがどう私たちの家庭に入るかの モノのサンガレ

流通過程を探究する0 叫蝕

5 モノに対する人間の 人間の生存に必要な衣食住と幸福な生活に必要な教育、 地球儀、バズ

本時 欲求 愛情等に対する欲求を探究する0 ルセット

6ー7
ロビンソンク′レ一一ソ

他地域の人々の衣食住生活を私たちと比較 して違 う文化
VTR 資料

があることを理解し受容する0

8 モノの生産方法 私たちの生活に必要なモノをどう生産するか匪兜する0
VTR 資料

牡tV W

9- 10 市場の役割 商店と市場の役割と利用の便利さを体験する0 体験学習

(事本時授業展開案:次項<表3>参照

⑧本時授業分析

本時の学習目標としては、3目標が明示されてい

る。「人間はどこに住んでも皆が基本的欲求を持っ

ていることを説明できる」は、人間が健康で幸せに

暮らすためには飲食と水、住宅、愛情、教育等の必

要なものを求める欲求は同じであることを理解す

る知識目標になっている。 「人間が有する4つの基

本的欲求に対する絵に嘩習資料を寿t用できる」は、バ

ズ/レヒットの資料を利用することによって、社会舞象

に関する資料や情報を利用する能力目
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<表4>帆に関する授業案

事糾名 1.欲求 学年 3 t 朝岡 1 中亡滴臨 文化

i

:・;...tj.
i

ー人間はどこに住んでもみんなこの欲求を持っていることを説明できる。

.人間が持っている4つの基軸脚 に対する絵の学習望醇御 用できる0

.共有する欲求をすべての人間に適用する共通的考え方を持てるO
I

学習過程 学習内容
-

i
学翫動 i 学習方法

II

資料!指導上の

l 留意点
i 猷 澤

i

.欲求の定義を明らかにし、 l欲求は人間が幸せに生き .悌り学習 ¥H 1'*'<ト

人間に必要なモノのリス

トを作成するO

上蓋 ≡≡ 三 i i
l 】

-
i

～ 成する I I
I
i

～

j 問題

ー予想

i

. 人間が生存するのに必要

な基本的なものと、幸せな

I .生存に必要なものはl 衣

食住、水、空気篤

個 蝉習 .バズ)姥 当

-ブレイン < 資料1 >

生活のため必要なものは

! 何であろうかを予想するC

上 幸せな生活のため必要な
l ものは傭 愛幌

スト ミつ .監 図 t

グ

i～

i

i

展開

～

問題

探索

. パズルセットの絵の名前 .パズルセットの絵を完成 -ゲ山ムの t.地球儀

i 芸禁 芸D% き、地帆 に

-.パズルセットめ絵を説明

して、その絵の名前を地図

-Jv
Jパズルセツ.トの絵の意味

i よラな遊び i

学習 ～

. グループ lし、戸棚撃抱囲段階で作成し を探究して説明するO 学習

た必要なモノのリストに ..導入段階で作成したリス ー■ ■案

あるモノかを対韓する0 トと一致するかを比較す i
I

る。 i

。グループ ii
i

～
i

問題

検証

.同じ欲求を持つ人間と、宇 .人間はどこに住んでいて

宙生命体とどちらが理解 も同じ欲求を持っているこ 学習 .目録リスト

しやすいかを確認するa とを宇宙生命体と比較し L ブレイン i

.性界の人々の類似点と相 て証明するO ストー.ミン l

遠点融可であり、どう相互 - 人間の共通他部可翫 グ

依存して生きているかを M 人間の舶 ま何わー

明らかにする。

I

】人間は相互奴存して生き

ているか。
I

i

～ !
i

問題

.学校図書館や資料センタ

ーを利用して他文化の子

.パズルセットの絵に色を .勝 り学習 】.学校図書館

・/"',;
、ーや資料セン l

どもに関する本を読んで、 .年中、低界童話を読んで人 ?~-

整理 適用

-

自分との類似点と相違点 間の執似点と相違点を自

を発見する0
i
i
i
i

ら発見して、人間の同質性 -

を認敢するO

-
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標になっている。「共有する基本的欲求をすべての

人間に適用する共通的考え方を持てる」は、人間が

どこに住んでいても生存に必要な基本的欲求と同

一--な感情を持っていることより、人間の同質性を感

じ、意識させる態度目標になっている。
そして、人

間としての同質感は、他民族・他文化に対する理解

の幅を広げ、自分と違う環境で生きる人々に対する

人間尊重の姿勢を形成させると共に、世界の相互依

存性と多様性を認識させる基本要素になっている。

学習過程としては、導入部分では欲求の概念を定義

する問題把握段階、展開部分では問題の予想・探

索・検証段階、整理部分では適用段階に区分されるo

導入では、人間は幸せに生きるために必要なもの

を求める欲求を持っていることを理解し、人間の基

本的欲求として必要とするモノに関するリスト作

成を個別にすることによる開腹把握がなされてい

る。

展開部分では、すべての人間が生存するのに必要

な基本的なものと、より便利であり幸せな生活のた

めに必要なモノに関する問題予想、問題探索、問題

検証がなされている。 最初は、人間が生きるには衣

食住のような必須不可欠なモノがあり、教育、愛情

のような幸せな暮らしに必要なモノもあるという

人間探究としての予想段階になっているo次の問題

探索段階では、クラスを2-3人のグループに分け

て、パズルセットの絵を完成させる。 パズルセット

の絵を完成するとその絵の名前を黒板に書き、地図

の上に位置を表わす。 そして、パズルセットの絵が

表していることは何であるのかを説明し、問題把捉

段階で作成したリストにあるモノかを確甜する。 例

えば、バズ/レセットの住宅の絵には南アメリカの単

語が書れている。 そして、この南アメリカを世界地

図で探し、その絵は何を意味するかを探索して、家

族が幸せに暮らすため住宅が必要であることを把

握する。さらに、導入段階で作成した欲求と同じで

あるかを対照したりすることによって様々な資料

と情報を利用する。 検証段階では「同じ欲求を持つ

人間と、毎時間電気衝撃が必要な宇宙生命体とどち

らが理解しやれ、か」という問いについて、人間は

地球の他生物体とは違う共通の感情をもっている

ので、瑚牢しやすい存在であることを碗認するOま

た、家族相互間で助け合い、寄り合いながら生きて

いく相互依存関係を通して、同質性を持っている世

界の人々も相互依存しながら生きていくべきであ

ることを意識化し、そのような態度を身につけるよ

うに指導する。

整理部分では、学校図書館や資料センターを利用

して他文化に属する子どもに関する本を読んで、自

分との類似点と相違点を発見して、人間はだれもが

自分と同じ考えを持っている同質的存在であるこ

との欄ヒがなされている。 子どもは多くの外国童

話を読み、童話の内容を通して他国の子どもたちの

生活方式を理解し、自分の生活と比べて共通点と相

違点を発見していく。 そして、共通点がある文化は

もっと親しく感じ、相違点がある文化はその違いの

背景を探究し、尊重するグローバルな視野と態度を

形成するように指導する。

このように本授業では、グローバル教育の基本学

習として人間は国家、民族、文化などを異にし、多

様な世界で居住していても、人間の欲求は誰もが同

じであることの理解を通して、人間に対する同質感

と尊敵性を持たせる態度形成がなされている。 この

ような本授業事例における学習原理としてEも次の

ように指鮪できる12)。導入部分では、人間の欲求に

対する概念をその概念に内包する具体例を指示す

る定義方法に基づき問題把握がなされている。 展開

部分では、現象的テーマの行為者である人間の本質

に対する仮説を設定し、その仮説吟味のために様々

な資料や情報を活用するOさらに、それらの資料や

情報の比較分析によって人間E地理的、文化的差異

にもかかわらず皆が同じ欲求を有するという仮説

を検証し、人間存在の基本規定の意識化がなされて

いる。
即ち、人間の本質に関する仮説検証という探

究方法に基づく問題考察がなされているQ整理部分

では、獲得した知識を他の事例に適用し、いろいろ

な文化の共通性の一般化を図ると共に個々の文化

の多様性を容認し、尊重する態度形成がなされてい

るO即ち、探究方法に基づく単一一の-働ヒを他の事

例-の適応による複数の‥一・一般化-発展させる問題

適応がなされている。

5. おわりに

現在の社会科カリキュラム編成は、子どもの発

達均塔と生活経験を基にして学習内容を組織する

伝統的な経験拡大法が主要理論的背景になってい

るO即ち、子どもを中心で家族、学校、地味杜会、

国家、世界という周辺的人間関係から異質的な価

値と文化を学習するよう学切りに主翫汐tがなさ

れているO韓国と日本の社会科内容体系も、国家
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や牡押意識は高学年以後に形成されるから低学年

では自分と家族の歴史から学習すべきであるとい

う伝統的カリキュラム理論に基づいているOしか

し、今日の科学・通信の発達による子どもたちの

社会識織は、時間的・空間的次元を超えて習得さ

れ、子どもの興味と学習能力も高度になった。
それで、社会科の教育内容もこのように変化する

社会現象と子どもの学習能力が反映されるカリキ

ュラム編成が必要である。

したがって、本稿では、子どもの認識発達段階

を重視する伝統的な経験拡大法のカリキュラム論

に基づきながらも、時代的変化を反映するグロー

バ)増虹育要素を低学年社会科に取り組むカリキュ

ラムのモデル開発を試みた。 そして、既存のカリ

キュラム内容にグローバル教育要素を融合的に編

成して、/j導:校低学年でもグローバル教育を十分

に実践できる授業構成の方法を提示した。
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